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可
燃
性
除
染
廃
棄
物
等
の

減
容
化
事
業
を
進
め
ま
す

福
島
県
内
の
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
農
林
業
系
廃
棄
物
の
処
理
状
況
は
、

下
の
地
図
の
と
お
り
で
す
。

中
通
り
、
浜
通
り
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
は
、
処
理
ま
た
は
処
理
準
備
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
安
達
地
方
で
あ
る
二
本
松
市
、
本
宮
市
、
大
玉
村
は

処
理
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

　
市
内
で
は
現
在
、原
子
力
発
電
所

事
故
前
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
と

環
境
を
取
り
戻
し
、一
日
も
早
い
復

興
を
図
る
た
め
、住
宅
除
染
、
森
林

除
染
な
ど
を
鋭
意
進
め
て
い
ま
す
。

　
国（
環
境
省
）と
県
内
の
市
町
村

は
、
除
染
に
よ
り
発
生
し
た
放
射

性
物
質
を
含
む
可
燃
性
廃
棄
物
な

ど
の
処
理
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、

仮
設
の
焼
却
施
設
を
整
備
し
て
焼

却
し
、
形
状
を
安
定
化
さ
せ
、
容

積
を
減
ら
し
て
早
期
に
最
終
処
分

場
等
へ
搬
出
す
る「
可
燃
性
廃
棄
物

減
容
化
事
業
」を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
減
容
化
事
業
に
つ
い

て
市
民
の
皆
さ
ん
に
詳
し
く
お
知

ら
せ
し
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
復

興
へ
の
加
速
に
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す
。

減容化事業が
復興を加速させます

↓Map
　農林業系廃棄物の
　処理状況（H28.5現在）

：処理準備中
：処理中
 ：処理終了

※ 市町村内の色は、農林業系廃棄物の処理状況を示し
ています。（農林業系廃棄物が区別できない場合は、
対策地域内廃棄物）
※ 安達地方を除く白地の市町村は、農林業系廃棄物（指
定廃棄物）が無い市町村です。

汚染廃棄物対策地域は、おお
むね市町村ごとに処理施設を
設置しています。

安達地方の処理方針だけ
未定でしたが、このたび
決定しました。

安達地方
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可
燃
性
廃
棄
物
と
は
、
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
り
、
堆
肥
や
稲

わ
ら
、
牧
草
な
ど
が
放
射
能
に
汚

染
さ
れ
、
放
射
能
濃
度
が
基
準
値

を
超
過
し
て
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
た
め
、
農
家
の
敷
地
内
や
農
地

の
一
角
な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い
る

農
林
業
系
の
廃
棄
物
と
、
住
宅
除

染
や
森
林
除
染
な
ど
に
よ
り
発
生

し
た
庭
木
の
枝
葉
や
落
ち
葉
な
ど

の
、
仮
置
き
場
な
ど
に
保
管
さ
れ

て
い
る
除
染
系
の
廃
棄
物
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　
本
市
を
含
む
安
達
地
方
に
は
、

現
在
約
十
万
八
千
ト
ン
も
の
可
燃

性
廃
棄
物
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
８
割
強
が
本
市
内
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
量
は
森
林

除
染
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
今
後

も
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
除
染
系
の
廃
棄
物

に
つ
い
て
は
、
本
宮
市
で
稼
働
し

て
い
る
安
達
地
方
広
域
行
政
組
合

も
と
み
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、

一
般
の
家
庭
ご
み
と
一
緒
に
毎
日

少
し
ず
つ
焼
却
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
処
理
能
力
に
限
界
が

あ
り
、
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
は

数
十
年
も
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
林

業
系
の
廃
棄
物
は
、
も
と
み
や
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
処
理
で
き

ま
せ
ん
。

可燃性廃棄物とは

▲現在の可燃性廃棄物仮置き場の状況

安達地方における可燃性廃棄物の発生･保管量

種　類 発生･保管量
（推計値） うち

8,000Bq/kg超

農林業系
廃棄物

稲わら 520ｔ 460ｔ
牧草 6,260ｔ 410ｔ
牛ふん堆肥 14,460ｔ 2,760ｔ
果樹剪定枝 10ｔ 0ｔ
ほだ木等 2,510ｔ 0ｔ
その他 330ｔ 40ｔ
小計 24,090ｔ 3,660ｔ

除染廃棄物 住宅除染等に
よるもの 83,920ｔ

合　計 108,000ｔ
※各市村による推計値（平成26年）
※農林業系廃棄物の放射性セシウム濃度（平均･推計値）は
　約４千Bq/kg
※小計･合計は四捨五入の関係で、各データの合計と一致しない

次頁へつづく

可燃性廃棄物
（約 108,000ｔ）

農林業系廃棄物
（約 24,090ｔ）

除染系廃棄物
（約 83,920ｔ）

もとみやクリーンセ
ンターで、一般の家
庭ごみと一緒に毎
日少しずつ焼却し
ている

もとみやクリーンセ
ンターでは処理で
きないため、農地な
どに保管している
状況

今の処理ペースで
は、全て焼却し終
えるまでに数十年
かかってしまう

焼却できないた
め、営農に障害が
生じ、環境改善も
進まない

どうすればいいの？
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私
た
ち
の
生
活
環
境
を
原
発
事

故
前
に
戻
す
に
は
、一
日
も
早
く
可

燃
性
の
廃
棄
物
を
取
り
去
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
、

　
福
島
県
内
の
各
地
方
で
は
、安

達
地
方
と
同
様
に
可
燃
性
廃
棄
物

処
理
の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
し

た
。し
か
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村

等
の
取
り
組
み
が
進
み
、仮
設
焼

却
施
設
が
完
成
も
し
く
は
建
設
中

の
と
こ
ろ
が
多
く
、地
域
に
よ
っ
て

は
処
理
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。（
16
〜
17
ペ
ー
ジ
の
地
図

お
よ
び
左
表
の
通
り
）

　
安
達
地
方
だ
け
、事
業
が
進
ん

で
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

専
用
の
焼
却
施
設
を
整
備
し
て
迅

速
に
処
理
し
、容
量
を
減
ら
し
た

上
で
、浜
通
り
地
方
に
整
備
さ
れ

る
最
終
処
分
場
や
中
間
貯
蔵
施
設

へ
運
び
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が「
可
燃

性
廃
棄
物
減
容
化
事
業
」で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
農
林
業
系
廃
棄

物
の
処
理
を
担
当
す
る
国（
環
境

省
）と
、
除
染
系
廃
棄
物
を
所
管

す
る
安
達
地
方
３
市
村
お
よ
び
広

域
行
政
組
合
が
共
同
で
推
進
す
る

も
の
で
、
本
市
を
含
む
安
達
地
方

の
真
の
復
興
を
着
実
に
成
し
遂
げ

る
た
め
に
は
、
こ
の
事
業
は
必
要

不
可
欠
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

仮
設
焼
却
炉
の
必
要
性

県
内
各
地
方
の
状
況

減容化事業は
なぜ必要なのか

仮設焼却施設の設置状況
立地場所 処理能力 進捗状況

対
策
地
域
内
廃
棄
物
処
理

（
国
直
轄
処
理
）

南相馬市 200ｔ/日 処理実施中

浪江町 300ｔ/日 処理実施中

双葉町 － －

大熊町 200ｔ/日 建設工事準備中

富岡町 500ｔ/日 処理実施中

楢葉町 200ｔ/日 建設工事中

川俣町 － －

葛尾村 200ｔ/日 処理実施中

田村市 既存の処理施設にて処理中

川内村 7ｔ/日 処理終了

飯舘村
5ｔ/日 処理実施中

240ｔ/日 処理実施中

災
害
廃
棄
物

（
国
代
行
処
理
）

相馬市 570ｔ/日 処理終了

広野町 80ｔ/日 処理実施中

南相馬市 200ｔ/日 処理実施中

立地場所 処理能力 進捗状況

指
定
廃
棄
物
処
理

（
国
直
轄
処
理
）

田村市・
川内村 60ｔ/日 建設工事準備中

安達地方 120ｔ/日
（想定） 今回方針決定

郡山市 90ｔ/日 処理終了（H26年度から福島県が
焼却処理を継続）

鮫川村 1.5ｔ/日 処理終了

参
考 伊達市 130ｔ/日

処理実施中
※ 除染廃棄物処理のため、伊達地
方衛生処理組合が設置・運営

環境省が設置した仮設焼却施設のモニタリング結果

立地
市町村 処理能力 処理期間

（試験期間含む）

排ガス
Cs134･Cs137
（Bq/ｍ3）

南相馬市 200ｔ/日 H27.4月～ 不検出

浪江町 300ｔ/日 H27.5月～ 不検出

富岡町 500ｔ/日 H27.4月～ 不検出

葛尾村 200ｔ/日 H27.4月～ 不検出

川内村 7ｔ/日 H26.12月～ H28.2月 不検出

飯舘村
小宮地区 5ｔ/日 H26.11月～ 不検出

飯舘村
蕨平地区 240ｔ/日 H28.1月～ 不検出

郡山市 90ｔ/日 H25.9月～ H26.3月 不検出

鮫川村 1.5ｔ/日 H25.7月～ H27.7月 不検出

相馬市 570ｔ/日 H25.1月～ H26.11月 不検出

広野町 80ｔ/日 H27.6月～ 不検出
※ 放射能濃度測定方法ガイドラインに基づく月１回以上の測定を
実施
※検出下限値は２Bq/ｍ3

※ 排ガスは高性能の集じん装置（バグフィルタ）で処理し、放
射性セシウムが付着したばいじん（細かな灰）を除去します。
※ 排ガスの冷却に使用した水は、排ガス（100℃以上）中で水
蒸気となり、集じん機で処理された後、煙突から出ていく
ため、施設からの排水はありません。

バグフィルタ２段設置
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こ
の
事
業
の
予
定
地
に
つ
い
て

は
、
二
本
松
市
内
や
本
宮
市
・
大

玉
村
を
含
む
安
達
地
方
全
域
を
対

象
に
、
行
政
区
長
、
各
種
団
体
の

皆
さ
ん
な
ど
を
通
し
て
、
公
有
地
、

民
有
地
を
問
わ
ず
に
広
く
情
報
の

提
供
を
求
め
、
候
補
地
を
探
し
ま

し
た
。

　
最
終
的
に
数
カ
所
に
絞
っ
て
環

境
省
と
市
な
ど
で
慎
重
に
検
討
し

た
結
果
、
立
地
の
諸
条
件
を
満
た

す
場
所
と
し
て「
東
和
地
域
・
熊

ノ
久
保
」の
エ
リ
ア
を
予
定
地
と

し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
東

和
地
域
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま

ざ
ま
な
考
え
、
切
実
な
思
い
が
あ

る
中
で
、
苦
渋
に
満
ち
た
中
で
の

決
断
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
事

業
の
持
つ
高
い「
重
要
性
」「
公
益

性
」「
安
全
性
」を
考
慮
し
、
大
局
的

に
判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
二
本
松
市
全
体

と
安
達
地
方
共
有
の
最
重
要
課
題

で
あ
り
、
東
和
地
域
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
多
大
な
ご
心
労
を
お
掛
け

し
た
こ
と
、
そ
し
て
深
い
ご
理
解

を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
、

改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
な
け
れ

に
県
内
の
各
地
方
に
お
い
て
先
行

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
最
先
端
の
高
い

技
術
と
信
頼
性
に
裏
打
ち
さ
れ
、

安
全
性
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
事
業
に
お
い
て
も
、
次
に

よ
り
万
全
の
対
策
で
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

排
ガ
ス
対
策

・ 

高
性
能
の
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
を
採

用
し
、
よ
り
安
全
性
を
高
め
る

た
め
に
、
こ
の
フ
ィ
ル
タ
を
２

段
設
置

・ 

24
時
間
常
時
監
視

交
通
対
策

・
徹
底
し
た
車
両
運
行
管
理

・ 

搬
送
経
路
上
の
道
路
の
狭
い
箇

所
の
改
良
や
誘
導
員
配
置

・ 

通
学
時
間
帯
等
に
配
慮
し
た
搬

送
時
間
の
調
整

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

・ 

放
射
線
空
間
線
量
率
、
騒
音
、

振
動
、
悪
臭
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
徹
底
と
情
報
公
開

運
営
協
議
会
の
設
置

・ 

地
元
市
民
の
代
表（
子
ど
も
の

保
護
者
代
表
を
含
む
）、
市
、
県
、

国
が
参
加
す
る
協
議
会
を
設
置

し
、
施
設
の
建
設
、
運
転
、
解

体
撤
去
お
よ
び
運
搬
に
係
る
取

り
組
み
全
般
に
つ
い
て
、
情
報

の
共
有
や
意
見
交
換
の
実
施

　
こ
の
事
業
の
推
進
に
当
た
り
、

安
全
、
安
心
の
確
保
を
第
一
に
、

市
民
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
、
情

報
公
開
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
幾
度
に
も
わ
た
っ
て
強
く
国
へ

要
請
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続

き
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
去
る
８
月
10
日
に
は
、
新
野
市

長
が
環
境
省
を
訪
問
し
、
伊
藤
副

大
臣
に
改
め
て
強
く
要
請
し
ま
し

た
。

　
ま
た
こ
れ
ら
を
取
り
ま
と
め
、

国
と「
覚
書
」を
取
り
交
わ
し
ま
し

た
。
今
後
、
覚
書
の
内
容
に
基
づ

い
て
事
業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
確
認
を
行
い
、
安
全

安
心
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

　
減
容
化
事
業
は
、
家
庭
ご
み
の

処
理
と
同
様
に
高
性
能
の
焼
却
炉

を
使
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
す
で

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
の
事
業
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
東
和
地
域
を
は
じ
め
と
す
る

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
万
全

を
期
す
る
考
え
で
あ
り
、
特
に
東

和
地
域
の
振
興
、
活
性
化
な
ど
に

つ
い
て
は
、
国
と
と
も
に
十
分
に

意
を
用
い
て
ま
い
り
ま
す
。

東
和
地
域
・
熊
ノ
久
保

地
区
を
予
定
地
に

安
全
性
は

確
立
さ
れ
て
い
ま
す

仮設焼却施設や
その周辺は安全です

国
へ
の
申
し
入
れ

▲伊藤環境副大臣（写真㊨）に要請する新野市長

東和地域の皆さんの
ご理解をいただき、
建設予定地を決定しました


